
会
　
告

　
去
る
六
月
十
三
日
間
木
）
に
開
催
さ
れ
た

昭
和
六
十
年
度
春
期
定
例
理
事
会
・
評
議
員

会
に
お
い
て
、
次
の
案
件
が
承
認
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

一
、
昭
和
五
十
九
年
度
決
算
報
告
及
び
昭
和

六
十
年
度
予
箪
帰

一
、
役
員
交
替

ω
評
議
員
茨
木
慶
三
・
西
谷
真
治
・
山
本

　
四
郎
氏
の
退
任
。

②
理
事
に
礪
波
護
・
河
内
良
弘
、
評
議
員

　
に
浅
香
正
・
金
関
恕
・
村
井
康
彦
氏
を

選
任
。

③
常
務
理
事
に
藤
縄
謙
三
・
鎌
田
元
一
氏

　
を
選
任
。

な
お
旧
常
務
理
事
小
野
山
節
・
竺
沙
雅
章

の
両
氏
は
理
事
に
復
帰
。

『
史
林
』
投
稿
規
定

　
本
誌
の
投
稿
規
定
は
次
の
通
り
で
す
。

◇
資
格
　
本
会
会
員
で
あ
る
こ
と

◇
投
稿
受
付
原
稿
の
種
類
、
長
さ
な
ど

　
○
研
究
論
文
・
研
究
ノ
ー
ト

　
　
四
〇
〇
字
詰
五
〇
枚
程
度

　
　
研
究
論
文
に
は
四
〇
〇
字
以
内
の
「
要
約
」

　
　
と
、
「
欧
文
要
約
」
を
添
付
の
こ
と
（
研
究

　
　
ノ
ー
ト
に
は
両
方
と
も
不
要
）

　
　
註
は
原
則
と
し
て
各
章
末
に
入
れ
る
こ
と

　
○
学
会
動
向
・
批
判
と
反
省

　
　
四
〇
〇
字
詰
三
〇
枚
以
内

　
○
書
評
　
四
〇
〇
字
詰
二
〇
枚
以
内

　
0
紹
介
　
四
〇
〇
字
詰
三
枚
程
度

◇
送
り
先
　
史
林
編
集
委
員
会

　
　
　
　
〒
六
〇
六
　
　
幽
思
都
串
巾
左
下
租
区
士
口
田
・
本
町

　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
学
文
学
部
内

編
集
後
記

　
砥
園
祭
も
終
わ
り
、
ま
た
暑
い
京
都
の
夏
が
や

っ
て
来
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
い
か
が
お
す
ご
し

で
し
ょ
う
か
。
第
六
八
巻
第
四
号
を
お
届
け
し
ま

す
。
最
近
の
編
集
会
議
は
論
文
、
研
究
ノ
ー
ト
原

稿
の
集
ま
り
も
よ
く
順
調
に
進
行
し
て
お
り
ま
す
。

た
だ
、
書
評
、
紹
介
の
部
門
は
原
稿
が
少
な
く
、

本
号
で
も
掲
載
す
る
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

編
集
委
員
一
同
鋭
意
努
力
し
て
お
り
ま
す
が
、
会

員
の
皆
様
の
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第

で
す
。

　
さ
て
本
号
に
は
西
洋
史
か
ら
論
説
二
、
国
史
か

ら
論
説
一
、
研
究
ノ
…
ト
一
、
東
洋
史
か
ら
研
究

ノ
ー
ト
一
が
集
ま
り
、
重
厚
な
内
容
を
も
つ
も
の

と
な
り
ま
し
た
。
充
分
に
御
検
討
下
さ
い
。
ま
た
、

例
年
の
史
学
研
究
会
大
会
（
十
一
月
二
日
、
於
楽

友
会
館
）
の
御
案
内
も
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
多

数
の
御
参
集
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

　
暑
い
季
節
会
員
の
皆
様
が
お
元
気
に
御
活
躍
さ

れ
ん
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
　
（
井
）
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